
〈
史
料
紹
介
〉

西
園
寺
家
所
蔵
『
万
一
記
』

新
　
田
　
英
　
治

西園寺家所蔵r万一記』

　
学
習
院
大
学
史
料
館
が
西
園
寺
公
友
氏
か
ら
借
用
し
、
平
成
七
年
二
月
現
在
整
理
中
の
史
料
群
の
中
に
『
万
一
記
条
々
義
』
と
題
す
る

冊
子
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
『
万
一
記
』
は
、
鎌
倉
末
～
南
北
朝
初
期
の
公
卿
万
里
小
路
宣
房
（
一
二
五
八
～
一
三
四
八
）
の
日
記
で
、
そ
の
記
名
は
、
宣
房
が
従
一

位
ま
で
進
み
、
万
里
小
路
一
品
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
原
本
は
伝
わ
ら
ず
、
写
本
も
日
記
の
ご
く
一
部
分
の
み
、
正
安
三
年

（
＝
二
〇
一
）
四
月
～
十
月
、
徳
治
元
年
（
＝
二
〇
六
）
三
月
、
文
保
三
年
（
元
応
元
年
、
＝
二
一
九
）
正
月
、
元
応
二
年
四
月
～
七
月
、
同
三

年
（
元
亨
元
年
）
正
月
～
二
月
か
ら
、
各
月
数
日
条
を
抜
葦
し
た
も
の
と
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
八
月
十
七
日
一
品
拝
賀
記
の
別
記
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
朝
廷
の
訴
訟
制
度
を
は
じ
め
、
後
宇
多
院
政
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
史
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
中
、
正
安
三
年
の
分
は
、
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明
応
九
年
春
正
月
廿
五
日
抄
出
之
畢

大
学
頭
正
四
位
下
行
少
納
言
兼
侍
従
文
章
博
士
大
内
記
菅
原
朝
臣

（
花
押
）
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ヨ

と
い
う
奥
書
を
有
す
る
抄
出
本
が
猪
熊
家
に
蔵
さ
れ
て
い
て
（
大
正
十
五
年
九
月
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
影
写
、
架
番
号
0
7
9
7
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
正
月
に
東
坊
城
和
長
（
一
四
六
〇
～
一
五
二
九
）
が
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
を
祖
本
と
し
て
、
後
世
写

本
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
つ
ぎ
に
、
文
保
三
年
（
元
応
元
年
）
・
元
応
二
年
・
同
三
年
の
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
『
贈
左
閤
御
記
著
万

一
記
二
、
三
』
（
井
上
通
泰
氏
堤
昭
和
九
年
＋
二
月
写
架
番
号
嬰
の
名
で
三
L
に
右
の
年
紀
の
分
の
抜
羨
三
L
に

建
武
元
年
一
品
葬
賀
記
が
収
め
ら
れ
て
い
る
写
本
が
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
「
二
」
の
奥
書
に

明
応
八
年
九
月
十
七
日
此
記
抄
出
畢
、
於
本
有
不
審
之
事
、
重
可
改
　
、

　
大
学
頭
［
　
　
］
少
納
言
侍
從
文
章
博
士
大
内
記
菅
原
朝
臣
和
長
翻
＋

　
　
以
東
坊
城
本
写
畢

　
　
　
永
正
十
五
年
十
一
月
廿
一
日
右
中
弁
秀
房

と
記
さ
れ
て
い
て
、
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
九
月
に
東
坊
城
和
長
が
抄
出
し
た
も
の
を
、

秀
房
（
一
四
九
二
～
一
五
五
一
出
家
）
が
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
十
一
月
に
万
里
小
路



西園寺家所蔵『万一記』

　
こ
の
ほ
か
、
『
国
書
総
目
録
』
（
岩
波
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
内
閣
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
な
ど
か
な
り
の
文
庫
や
大
学
に
こ
の
年
紀
の

『
万
一
記
』
写
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
以
降
の
写
し
で
、
一
々
当
っ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
も
と

に
な
っ
て
い
る
の
は
東
坊
城
和
長
の
抄
出
本
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
園
寺
家
所
蔵
の
『
万
一
記
』
（
以
下
、
西
園
寺
本
と
称
す
る
）
で
あ
る
が
、
こ
の
冊
子
は
、
文
保
三
年
正
月
十
三
日
・
五

日
・
十
九
日
、
元
応
二
年
四
月
十
一
日
、
五
月
十
一
日
・
十
四
日
、
六
月
五
日
、
七
月
十
九
日
、
元
応
三
年
正
月
廿
三
日
の
各
条
を
抜
葦

し
た
も
の
で
、
縦
二
六
・
九
糎
、
横
二
二
糎
、
表
紙
・
裏
表
紙
と
も
に
十
五
丁
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
こ
の
抄
出
本
は
、
奥
書
の
部
分
を
切
断
さ
れ
て
欠
い
て
い
る
が
、
何
時
、
誰
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に

述
べ
れ
ば
、
こ
の
西
園
寺
本
こ
そ
、
前
記
『
贈
左
閤
御
記
｝
名
万
一
記
二
』
の
奥
書
に
見
え
る
、
明
応
八
年
九
月
十
七
日
、
東
坊
城
和
長
の

手
に
成
っ
た
抄
出
本
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
う
考
え
る
理
由
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

㈲
西
園
寺
本
と
前
記
猪
熊
本
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
書
体
が
酷
似
し
て
い
て
、
同
一
人
の
筆
蹟
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
紙
の
大
き
さ

　
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
、
西
園
寺
本
の
方
が
猪
熊
本
よ
り
も
一
丁
当
り
の
行
数
が
多
く
、
詰
め
て
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
問
題

　
に
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

⑧
紙
背
文
書
に
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
、
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
の
年
紀
の
あ
る
も
の
が
あ
っ
て
〔
図
1
〕
、
西
園
寺
本
の
成
立
を
明
応

　
八
年
（
一
四
九
九
）
と
す
る
見
方
と
矛
盾
せ
ず
、
む
し
ろ
こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

◎
表
紙
の
つ
ぎ
の
紙
背
に
「
大
内
記
文
亭
権
大
納
言
実
隆
」
と
い
う
十
一
文
字
が
見
え
〔
図
H
〕
、
こ
れ
は
三
条
西
実
隆
が
、
「
大
内
記
文

　
亭
」
に
充
て
た
書
状
の
封
紙
と
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
大
内
記
が
東
坊
城
和
長
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
『
実
隆
公
記
』
明
応
八
年
六

　
月
十
五
日
条
の
左
の
記
事
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
実
隆
か
ら
の
書
状
を
受
取
っ
た
和
長
が
そ
の
封
紙
を
用
い

　
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
西
園
寺
本
が
和
長
の
手
に
成
っ
た
と
見
る
有
力
な
傍
証
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
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〔
図
1
〕

　
御
経
供
養
御
所
役

　
長
享
三
卯
廿
八

中
御
門
新
大
納
言
　
　
按
察
使

山
科
宰
相

俊
名
朝
臣
　
　
章
長

卜
部
兼
致
朝
臣
菅
原
爲
学

　
同
十
二
月
廿
七

勧
修
寺
大
納
言
　
小
倉
宰
相
中
將

家
幸
朝
臣
　
　
在
数
朝
臣

　
延
徳
二
十
一
廿
七

中
御
門
新
大
納
言
　
中
院
宰
相
中
將

以
量
朝
臣
　
　
藤
原
資
直

宣
秀

　
延
徳
三
十
一
廿
七

源
大
納
言
　
　
山
科
宰
相

俊
名
朝
臣
　
　
清
原
宣
賢
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〔
図
H
〕

西園寺家所蔵r万一記」

予
下
知
躰

　
口
宣
一
枚

　
丹
波
頼
量
宜
止
去
七
日
従
四
位
下
位
記
事

　
右
奉
入
如
件
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六
月
九
日
　
権
大
納
言
実
隆

　
大
内
記
文
亭

謹
賜
預
口
宣
一
枚

　
丹
波
頼
量
宜
止
去
七
日
従
四
位
下
位
記
事

右
宣
旨
早
可
令
下
知
之
状
謹
所
請
如
件

　
　
六
月
九
日
　
大
内
記
菅
原
和
長
請
文

162

　
お
お
よ
そ
以
上
の
理
由
で
、
西
園
寺
本
こ
そ
明
応
八
年
九
月
に
東
坊
城
和
長
の
手
に
成
っ
た
抄
出
本
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
祖
本

と
し
て
、
後
世
多
く
の
写
本
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
十
一
丁
の
後
半
は
切
断
さ
れ
て
い
る
が
、
切

断
さ
れ
た
部
分
に
「
明
応
八
年
九
月
十
七
日
此
記
抄
出
畢
、
於
本
有
不
審
之
事
、
重
可
改
　
、
大
学
頭
正
四
位
下
行
少
納
言
侍
従
文
章
博

士
大
内
記
菅
原
朝
臣
和
長
麺
＋
」
と
い
う
奥
書
が
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
転
写
に
は
誤
り
が
付
き
も
の
で
あ
る
。
一
、
二
の
例
を
挙
げ
る
と
、
前
記
『
贈
左
閤
御
記
一
名
万
一
記
二
』
元
応
二
年
五
月
十
四
日
条
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵯
峨
殿
御
所
間
奏
事
の
と
こ
ろ
で
「
無
秘
之
所
存
感
天
道
欺
」
と
あ
る
の
は
、
西
園
寺
本
に
よ
れ
ば
「
無
私
之
所
存
感
天
道
歎
」
で
あ
り
、

同
年
七
月
十
九
日
条
、
参
議
衣
冠
直
衣
時
平
伏
事
の
と
こ
ろ
で
「
冬
季
卿
　
定
平
伏
髄
鉱
」
と
あ
る
の
は
、
西
園
寺
本
に
よ
れ
ば
「
冬
季

卿
遙
平
伏
噸
轡
で
あ
ゑ
『
贈
左
閤
御
記
』
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
文
字
を
西
園
業
で
訂
正
し
得
る
箇
所
整
・
鶏
し
な
暴

ほ
か
に
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。

　
一
方
、
西
園
寺
本
も
『
万
一
記
』
の
抄
出
本
で
あ
る
か
ら
、
訂
正
を
要
す
る
箇
所
が
何
か
所
か
あ
る
。
例
え
ば
、
第
四
丁
（
ウ
）
十
行
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
「
近
年
遂
日
」
は
「
近
年
逐
日
」
、
「
勧
府
役
之
輩
不
幾
」
は
「
勤
府
役
之
輩
不
幾
」
で
あ
ろ
う
し
、
第
五
丁
（
オ
）
二
行
目
の
「
絆
之
条



　
　
　
　
　
　
む

差
L
は
「
紳
之
参
差
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
五
丁
（
オ
）
十
一
行
目
の
「
上
下
訴
人
可
停
献
芹
」
の
「
芹
」
の
字
を
疑
っ
て
、
　
「
料
欺
」

と
傍
書
し
、
あ
る
い
は
「
本
」
と
注
し
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
献
芹
」
で
よ
い
。
こ
の
西
園
寺
本
の
傍
書
が
和
長
自
身
に
よ
る
も

の
か
、
後
人
の
施
し
た
も
の
か
、
判
断
は
難
し
い
が
、
本
文
と
同
筆
、
す
な
わ
ち
和
長
が
抄
出
し
た
後
、
読
み
直
し
て
書
き
入
れ
た
も
の

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
西
園
寺
家
所
蔵
『
万
一
記
』
に
つ
い
て
略
述
し
た
が
、
要
す
る
に
、
猪
熊
本
と
一
連
の
東
坊
城
和
長
の
手
に
成
る
抄
出
本
で
あ

り
、
現
存
す
る
『
万
一
記
』
の
文
保
三
年
～
元
応
三
年
分
の
抄
出
本
の
祖
本
と
い
う
べ
き
貴
重
な
史
料
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
左
に
そ
の
釈
文
を
掲
げ
る
。

西園寺家所蔵r万一記』
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‘

萬

一

記
条
く
義

＊
朱
の
丸
印
は
0
、
朱
の
合
点
は
・
…
の
符
号
で
示
し
た
。

＊
漢
字
は
原
則
と
し
て
正
字
と
し
た
。



西園寺家所蔵『万一記』
（1ウ）

．
価
洞
評
定
事
婚
中
終
也

．
撃
興
行
事
器
離
鯵
講
翻
齢
騨
脚
欝

．
揮
徳
行
才
庸
可
被
授
官
職
事

．
諦
定
衆
傳
　
奏
等
可
被
清
撰
事
郁
女
房
口
入
事

．
可
被
興
行
文
學
事
極
弘
文
館
大
學
寮
事

．
諸
杜
諸
寺
可
被
停
　
勅
役
井
雑
役
事

．
諸
寺
別
當
事
極
南
京
七
大
寺
・
北
京
六
勝
寺
事

．
殺
位
下
名
事

．
東
大
寺
八
幡
稗
輿
入
洛
事

．
文
學
條
事

．
霧
講
塞
水
手
長
轟
讐
可
上
殿

．
於
御
前
踵
鋸
動
座
事

．
ガ
辮
着
床
子
座
作
法
事

一
参
議
衣
冠
直
衣
時
卒
伏
事
仲
持
笏
不
持
事

．
参
議
績
内
弁
事

．
依
融
木
入
洛
春
日
祭
延
引
事

』

165



励
　
萬
一
記
萬
里
少
路
一
品
宣
房
卿
記

　
》
文
保
三
年
正
月
十
三
日
、
天
晴
、
仙
洞
評
定
始
也
、
出
御
評
定
所
、
左
大
臣

　
已
下
参
着
、
沙
汰
事
、
吉
田
前
中
納
言
伺
申
庭
、
坤
事
興
行
事
可
有
其

　
沙
汰
旨
、
被
仰
下
之
、
予
襲
言
、
奏
云
、

　
神
事
興
行
事
、
所
年
・
月
次
祭
已
下
年
中
恒
例
鞠
事
、
如
式
可
被

　
興
行
、
近
年
、
縁
事
所
司
不
具
、
以
一
身
兼
萬
方
行
事
官
、
不
相
待
上

　
卿
内
侍
参
押
而
行
之
、
兼
相
尋
具
如
法
可
行
之
、
諸
國
役
幣
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
課
役
注
文

　
已
下
事
、
去
年
有
其
沙
汰
、
藏
人
方
大
藏
省
注
進
之
、
官
方
分
干

　
今
不
注
進
、
取
整
可
被
相
催
欺
、
諌
宮
条
々
先
可
有
其
沙
汰
、
内

　
外
宮
正
殿
・
別
宮
假
殿
遷
坐
、
公
心
可
被
途
行
、
内
宮
心
御
柱
、
去
年
爲

　
鼠
喰
落
、
外
宮
心
御
柱
温
様
歎
、
内
宮
別
宮
瀧
原
並
等
殿
舎
及

　
朽
損
、
御
躰
被
侵
雨
露
、
外
宮
別
宮
荒
祭
、
月
讃
宮
盗
人
参
昇
、

　
　
　
　
　
　
　
假
欺
　
　
　
　
　
　
藪

　
盗
取
聯
寳
、
有
イ
殿
遷
宮
、
可
被
。
献
神
寳
、
而
　
先
御
代
無
沙
汰
之
、

　
當
代
又
然
、
是
則
用
途
無
其
足
之
故
歎
、
紳
宮
領
闘
所
事
、
天
慶
・
」

物
　
天
隷
以
來
、
或
被
載
　
震
筆
宣
命
、
或
被
下
不
易
宣
旨
、
往
代
奉

　
寄
鞠
領
也
、
而
當
時
知
行
之
新
主
有
罪
科
者
、
錐
被
改
彼
知

　
行
、
沸
宮
官
領
不
可
有
相
違
之
威
、
先
御
代
稻
閾
所
、
或
爲
　
朝
恩

　
被
知
行
男
女
、
或
寄
附
佛
閣
、
　
當
御
代
亦
如
此
、
神
慮
難
測
、
以
件

166



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
假
）

　
　
　
所
々
被
返
付
柿
宮
、
云
内
外
爾
宮
正
殿
・
別
宮
イ
殿
御
装
束
井

　
　
　
別
宮
碑
寳
等
用
途
可
有
其
沙
汰
哉
、
．
爽
神
宮
臨
時
祭
事
、
推
古

　
　
　
天
皇
廿
一
年
、
降
神
語
託
教
而
行
之
、
連
綿
無
絶
云
云
、
而
公
家
御

臨
蘇
所
雷
庄
篠
僧
正
゜
仙
臨
醇
所
艦
卿
垂
川
御

　
　
　
厨
ハ
如
此
、
而
公
家
御
分
、
稻
無
沙
汰
不
行
之
、
嚴
密
有
其
沙
汰
、
可
被

　
　
　
途
行
哉
、
．
㈹
初
勧
賞
内
外
宮
正
椹
祢
宜
一
階
事
、
代
々
宣
下
之
、

　
　
　
而
今
度
干
今
無
沙
汰
、
賜
爵
一
級
者
聖
代
之
仁
政
也
、
任
先
例
可
有

　
　
　
其
沙
汰
哉
、
　
．
譜
杜
造
螢
事
可
有
其
沙
汰
、
松
尾
肚
正
殿
錐
有
造
螢
、

　
　
　
無
遷
宮
號
、
新
造
杜
頭
又
及
朽
損
欺
、
梅
宮
杜
者
神
禮
被
侵
雨

　
　
　
露
給
欺
、
大
原
野
肚
被
寄
附
能
登
國
、
沙
汰
之
趣
被
尋
關
白
、
可

　
　
　
有
沙
汰
歎
、
吉
田
就
代
々
被
付
料
國
、
或
被
下
見
用
、
近
則
正
治
甲
斐
、
』

　
謝
　
建
保
信
濃
、
延
慮
参
川
、
文
永
諸
國
井
武
家
公
事
用
途
也
、
近

調
　
　
年
無
沙
汰
之
間
、
杜
壇
破
壊
、
無
先
規
有
封
之
杜
猶
被
付
料
國
、
況

除
乎
於
無
封
之
義
料
馨
田
時
無
其
所
煮
被
仰
A
．
關
昇
蒙

蔵
　
　
如
召
功
事
、
被
仰
關
東
、
可
有
其
沙
汰
哉
、
園
韓
砕
肚
造
螢
事
、
代
々

編
　
　
被
付
料
所
、
有
其
沙
汰
、
近
代
無
沙
汰
之
間
、
肚
壇
被
鎮
荊
棘
、
肺
躰
被

寺園
　
　
侵
雨
露
、
冥
慮
難
測
、
延
暦
年
中
遷
都
之
時
、
造
宮
使
等
可
奉
移

西　
　
　
他
所
云
云
、
其
時
紳
託
宣
云
、
猶
坐
此
虜
奉
護
　
帝
皇
、
傍
鎭
坐
宮
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認
（
之
力
）

　
内
省
云
云
、
或
内
々
沸
籔
験
掲
焉
也
、
不
日
可
有
管
作
沙
汰
哉
、
代

　
　
　
　
　
　
く

　
始
沖
事
可
有
興
行
、
即
位
翌
年
沙
汰
条
々

　
．
公
卿
勅
使
事
、
後
朱
雀
院
・
後
三
条
院
・
土
御
門
院
、
雨
杜
行
幸
事
、

　
　
一
条
院
・
後
朱
雀
院
・
後
三
条
院
・
後
白
川
院
二
局
倉
院
・
後
嵯
峨
院
、

　
　
一
代
一
度
大
顧
寳
、
醍
醐
天
皇
・
村
上
天
皇
・
一
条
院
・
後
朱
雀
院
・
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
）

　
三
条
院
・
白
川
院
・
掘
川
院
・
鳥
羽
院
・
高
倉
院
・
土
御
門
院
等
是
也
、

　
任
代
々
佳
例
、
今
年
可
有
沙
汰
哉
、
　
　
已
上
如
此
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
所

　
吉
田
前
中
納
言
云
、
大
概
予
所
申
無
・
残
、
所
年
祭
在
近
、
被
定
奉
行
」

鋤
　
弁
、
自
兼
日
可
有
興
行
沙
汰
、
中
御
門
前
中
納
言
云
、
吉
田
前
中
納
言

　
所
申
所
存
無
相
違
、
公
卿
勅
使
已
下
、
諸
國
衰
微
難
及
欺
之

　
趣
申
之
、
日
野
前
大
納
言
云
、
予
所
申
無
所
残
歎
之
趣
申
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
御
免
之
義
、

　
左
大
臣
申
云
、
予
所
申
無
所
残
、
諸
國
役
幣
料
已
下
、
一
同
嚴

　
密
可
有
其
沙
汰
、
園
韓
神
杜
造
螢
事
、
急
速
可
有
其
沙
汰
之
趣

　
申
之
、
　
勅
定
云
、
於
神
宮
遷
宮
事
者
不
及
子
細
、
然
而
惟
異

　
事
也
、
今
日
不
及
其
沙
汰
之
趣
也
、
自
齢
事
等
不
逞
干
具
記
、

　
　
予
書
目
録

　
文
保
三
年
正
月
十
三
日
評
定

　
　
神
事
興
行
条
々
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一
．
訴
年
祭
事

　
　
　
人
々
申
云
、
幣
料
嚴
密
可
致
興
行
沙
汰
之
由
、
可
被
仰
下
上
卿
弁
等
、

　
　
一
．
諦
宮
臨
時
祭
事

　
　
　
同
申
云
、
召
蔭
直
卿
、
委
被
問
答
定
、
公
心
可
被
途
行
、

　
　
一
艦
始
勧
賞
内
外
宮
正
椹
祢
宜
一
階
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
姻
　
同
申
云
、
任
先
例
可
申
沙
汰
之
由
、
可
被
仰
神
宮
奉
行
職
事
、

　
　
此
事
有
勅
定
、
有
沙
汰
、

　
　
一
罵
神
殿
修
造
事

　
　
　
同
申
云
、
念
可
申
沙
汰
之
由
、
可
被
仰
綿
祇
伯
、

　
　
一
．
園
韓
神
杜
修
造
事

　
　
　
同
申
云
、
被
付
其
足
、
急
速
可
有
沙
汰
、

　
　
　
．
参
仕
人

　
　
　
　
　
左
大
臣
賢
泰
　
　
　
　
　
日
野
前
大
納
言
俊
光

調
　
中
御
門
前
中
納
言
緩
吉
田
前
中
納
言
定
房

除
　
幽
日
房

蔵
　
　
　
　
　
予
着
束
帯
、
其
外
人
々
皆
直
衣
也
、

所家寺園
　
○
同
記
云

西　
　
一
．
澤
徳
行
才
庸
可
被
授
官
職
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

169



劔
　
無
官
之
邪
者
國
家
無
敗
、
爲
官
被
揮
人
、
可
被
授
哉
、
而
近
來
爲

　
人
被
授
官
、
因
弦
、
徳
行
文
學
之
輩
者
不
居
其
官
、
非
器
無
才
之
仁
者

　
居
王
官
、
或
稻
譜
代
、
狼
被
授
其
官
、
上
古
以
徳
行
之
仁
被
授
官
、
子
孫

　
相
綾
其
徳
、
居
官
職
者
也
、
而
末
代
之
風
、
徳
行
文
學
者
不
及
列
租
、

　
只
以
家
之
相
績
、
構
譜
代
、
居
王
官
、
本
朝
末
代
如
此
、
就
中
、
近
日
錐

　
有
公
事
興
行
、
止
卿
動
及
閾
如
、
當
時
弁
官
多
不
途
結
政
初
参
、

　
　
　
　
　
　
　
．
韓

　
或
昇
大
弁
、
或
・
中
弁
、
列
見
定
考
稻
不
遽
初
参
、
不
参
、
傍
先
日
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葎

　
見
、
依
無
弁
官
人
敷
延
引
、
待
冬
方
朝
臣
所
螢
減
氣
、
被
途
。
京
官

　
除
目
、
申
文
内
寛
奏
聞
撰
定
之
時
、
職
事
一
爾
人
之
外
不
候
也
、
錐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
逐
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
動
力
）

　
有
興
行
沙
汰
、
近
年
途
日
陵
遅
、
又
近
衛
將
錐
及
敷
十
人
、
勧
府

　
役
之
輩
不
幾
、
或
府
中
之
役
、
或
殿
上
之
任
、
多
以
及
閾
如
、
人
敷

　
之
太
多
還
招
癬
怠
歎
、
尤
可
有
沙
汰
哉
、

　
一
．
価
洞
評
定
衆
傳
　
奏
等
可
被
清
撰
事

　
末
代
之
風
、
居
王
官
之
輩
者
非
王
佐
之
器
、
以
傳
奏
評
定
衆
　
　
　
　
』

謝
　
可
謂
王
佐
之
臣
、
而
不
輔
政
道
之
仁
爲
見
任
、
輔
政
道
之
臣
者
爲
前

　
　
　
　
　
（
参
力
）

　
官
、
緯
之
条
差
末
代
之
風
也
、
而
當
時
慮
傳
　
奏
評
定
八
卦
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菰

　
撰
輩
、
無
徳
行
之
聞
、
無
才
庸
之
讐
、
或
致
所
皇
、
或
爲
盧
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
O

　
爲
如
末
代
授
王
官
之
義
欺
、
眞
實
被
撰
徳
行
之
仁
、
被
清
撰
者
、

　
　
O
　
　
　
O
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（
顯
力
）

　
　
如
周
武
之
十
齪
同
志
同
徳
、
佐
政
道
者
、
蓋
頭
淳
素
哉
、

　
　
藷
芳
訴
誕
・
不
被
尋
下
論
人
・
被
下
院
宣
所
々
・
一
同
先
被
召

　
　
返
、
不
日
、
被
尋
究
理
非
、
可
有
　
勅
裁
事

　
　
被
召
放
之
時
者
不
被
尋
下
、
愁
申
之
時
者
可
被
決
理
非
之
由

　
　
有
沙
汰
之
条
、
本
知
行
之
仁
所
申
非
無
謂
欺
、
然
者
先
被
召
返

　
　
院
宣
、
被
尋
究
爾
方
、
有
裁
断
之
条
、
可
相
叶
道
理
乎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輝
歎

　
　
一
．
上
下
訴
人
可
停
止
献
芹
、
有
其
聞
者
、
云
施
者
、
云
受
者
、
可
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
威
罪
科
事

　
　
　
献
芹
者
訴
人
所
愁
也
、
然
而
申
沙
汰
之
人
、
受
賄
之
時
致
丁
寧
、

　
　
　
不
受
之
時
有
躁
署
、
侃
乍
歌
炊
費
施
之
、
然
二
其
誠
以
領
納
之
輩

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
　
（
可
脱
力
）
。
　
。
　
。
　
。

　
　
　
可
爲
先
、
以
献
芹
之
人
爲
後
、
廉
潔
之
道
古
今
極
難
欺
、
子
卯
干
」

　
醐
　
不
受
玉
、
以
不
貧
爲
寳
、
萬
人
可
働
此
儀
欺
、

　
　
一
．
可
被
興
行
文
學
事

調　
　
　
　
　
　
　
．
無

一
　
　
爲
人
臣
、
若
。
文
字
業
、
不
能
知
前
言
往
行
、
是
以
、
和
徳
之
聖
代
必

防　
　
　
被
賞
文
學
也
、
唐
家
貞
観
年
中
、
置
弘
文
舘
、
以
三
品
以
上
子
孫
、

蔵編
　
　
爲
其
舘
生
、
我
朝
天
長
年
中
、
以
諸
氏
子
孫
、
下
大
學
寮
、
可
令
習

購
　
　
讃
経
史
之
由
被
施
行
、
錐
不
置
弘
文
舘
、
錐
不
下
大
學
寮
、
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
歎

西　
　
　
聴
　
朝
之
隙
、
討
諦
墳
典
商
客
－
事
之
条
、
可
爲
興
行
之
義
哉
、

U

171



　
一
．
諸
肚
司
・
諸
寺
執
行
可
被
停
　
勅
役
井
諸
家
雑
役
事

　
肚
司
之
財
寳
悉
是
鞠
物
也
、
寺
務
之
沙
汰
無
非
佛
物
、
忽
忘
本

　
杜
・
本
寺
之
修
治
、
令
致
　
勅
役
・
雑
役
之
勤
仕
、
冥
慮
有
恐
、
自
今

　
以
後
可
被
停
止
欺
、

　
一
．
憧
例
神
事
可
有
興
行
沙
汰
事

　
綾
錐
守
式
日
、
及
深
更
、
及
曉
更
、
不
顧
事
之
陵
遅
、
以
如
形
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者

　
行
爲
先
、
上
卿
弁
I
1
1
1
。
奉
行
上
卿
弁
等
、
兼
日
尋
究
、
可

㈹
　
致
興
行
沙
汰
之
由
、
可
被
仰
下
哉
、
兼
又
所
年
・
月
次
已
下
大
中

　
小
祀
幣
物
・
供
物
等
、
近
年
逐
日
有
名
無
其
實
、
任
建
長
・
寳
治
・

　
文
永
例
、
可
有
興
行
沙
汰
哉
、

　
一
．
諸
寺
別
當
者
　
朝
家
重
事
也
、
侃
必
有
鹸
議
、
所
被
定
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
今
欺

　
也
、
昔
爲
其
寺
求
其
人
、
侃
重
本
寺
、
。
爲
其
人
給
其
寺
、
傍
専

　
己
用
、
興
替
只
在
人
力
、
盛
衰
可
依
　
朝
議
、

　
．
南
京
七
大
寺
者
、
別
當
募
公
請
、
被
充
俸
隷
之
由
存
之
、
北

　
京
六
勝
寺
者
、
執
務
之
仁
偏
貧
寺
用
、
皆
忘
修
治
、
圓
宗
寺

　
者
　
後
三
条
院
勅
願
、
爲
六
勝
寺
寅
前
建
立
之
佛
閣
、
法
勝
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
崇
　
　
　
　
一
累

　
者
　
白
川
院
勅
願
、
尊
綜
異
干
他
、
撰
代
聖
圭
諸
御
願
寺
中
、
以

　
此
寺
殊
爲
百
王
鎭
護
之
地
、
可
所
一
天
静
誼
之
由
有
本
願

』
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御
起
請
、
此
爾
寺
不
日
有
修
治
沙
汰
者
、
定
叶
本
願
之
冥
慮
欺
、

　
此
外
顯
倒
諸
寺
等
、
無
力
干
修
造
之
所
々
、
其
領
付
東
寺
・
圓

　
宗
寺
・
法
勝
寺
等
修
理
之
I
I
l
I

砂
（
）
文
保
三
年
正
月
五
日
臓
位
也
、
左
犬
弁
宰
相
く
氣
色
予
目
、

　
　
次
書
下
名
式
兵
下
名
早
、
鉦
酌
配
趾
跡
甜
綻
樹
四
櫨
剛
灯
囎
乾
御
矧
新

　
第
、
新
叙
五
位
者
依
官
次
第
、
外
記
史
・
式
部
・
民
部
諸
司
氏
爵
－
院
l
l
－
1

　
宮
給
内
臨
時
給
也
、
藏
人
倣
驚
察
渡
爲
武
官
、
王
氏
爵
鎧
撫
離
誌
之
、

　
　
　
　
下
名
書
檬

　
　
　
　
　
四
位

　
　
　
　
　
　
藤
原
朝
臣
某

五
位

　西園寺家所蔵『万一記』
（7オ）

四
世
無
位

　
某
王

六
位

　
藤
原
某

』
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年
號
月
　
日

　
　
　
　
　
　
　
假
令
相
分
式
兵
、
如
此
書
也
、

　
　
　
　
公
卿
息
叙
爵
ヲ
ハ
無
位
ト
書
之
説
ア
リ
、
此
条
錐
有
一
読
、

　
　
　
　
不
可
然
、
關
白
庶
子
一
位
嫡
子
ヲ
無
位
ト
書
之
、
設
々
不
同
、

　
　
　
　
今
度
土
御
門
中
納
言
顯
實
子
叙
爵
、
此
事
錐
示
出
理
、
不

　
　
　
　
可
然
之
間
、
無
位
不
可
書
之
、

⇔
向
十
九
日
評
定

　
　
．
藁
大
寺
八
幡
宮
神
輿
入
洛
事

　
人
々
申
云
、
永
仁
以
來
遷
坐
之
時
、
錐
被
奉
安
置
東
寺
、
依
度
々

　
　
（
籍
）

　
狼
籍
、
東
寺
申
子
細
之
上
、
被
奉
安
置
蓮
華
王
院
佛
前
之
条
、
可

　
亘
哉
、

　
　
．
寺
訴
事

　
同
申
云
、
委
有
御
問
答
、
経
御
沙
汰
、
可
被
治
定
、
且
張
本
事
、
殊
可
有
」

初
其
沙
汰
、

　
　
参
仕
人

　
　
　
實
泰
　
　
　
　
　
　
　
　
有
房

　
　
　
左
大
臣
　
　
　
　
　
六
条
一
位

　
　
　
俊
光
　
　
　
　
　
　
　
　
経
継

　
　
　
日
野
前
大
納
言
　
　
中
御
門
前
中
納
言
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定
房

　
　
　
　
　
吉
田
前
中
納
言
　
　
宣
房

　
　
　
予
令
螢
言
、
其
詞
云
、
東
大
寺
八
幡
宮
姉
輿
入
洛
事
、
任
永
仁
・
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
歎

　
　
　
慶
・
正
和
例
、
可
被
奉
安
置
東
寺
、
依
本
末
之
相
諦
、
東
寺
胎
所

　
　
　
存
之
旨
有
其
沙
汰
歎
、
然
而
、
人
道
之
孚
論
不
可
然
、
東
寺
鎭
守

　
　
　
八
幡
宮
也
、
同
艦
之
上
不
可
有
子
細
、
云
道
理
、
云
先
例
、
奉
安
置
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
脱
力
）

　
　
　
寺
之
条
、
相
叶
其
理
哉
、
　
勅
定
云
、
於
東
寺
者
、
檜
衆
申
子
細
、
可

　
　
　
爲
蓮
華
王
院
者
、
安
置
左
女
牛
若
宮
事
、
雌
有
其
沙
汰
、
武
家

　
　
　
不
承
引
監
前
々
讐
窪
無
其
實
云
柔
治
定
之
策
予
書
巖
覗
』

　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
脱
力
）

　
財
（
）
元
慮
二
年
四
月
十
一
日
評
定
也
、
徳
政
内
文
學
事
其
沙
汰
、

　
　
　
　
文
學
條

　
　
一
．
細
傳
輩
採
用
事

　
　
　
終
一
史
之
後
、
被
行
課
試
、
可
賜
燈
燭
料
、
終
二
史
、
文
選
課
試
及
第
之

　
　
　
後
、
可
被
許
獄
策
、
方
略
輩
近
來
人
数
甚
多
、
云
器
用
、
云
年
齢
、
殊
有

調
一
　
　
尋
沙
汰
、
或
賦
篇
章
、
或
試
史
書
、
同
可
有
勅
許
、
兼
又
固
守
策
螢
、
可

防　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
）
　
　
　
　
　
　
．
加
階
歎

　
　
　
被
止
臨
時
加
階
、
但
於
稽
古
祓
群
之
輩
者
、
臨
時
l
l
非
制
限
、

蔵
顯
一
嚇
纒
輩
探
用
事

購
　
　
以
小
経
被
課
試
、
可
被
許
叙
爵
、
讃
申
中
纒
及
第
之
後
、
可
被
授
儒

西　
　
　
官
、
被
試
問
五
纒
大
義
、
無
殊
失
者
、
可
被
任
博
士
、
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一
讐
瞬
法
輩
採
用
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廷
力
）

　
令
讃
申
律
令
、
無
殊
失
者
、
可
被
轄
任
尉
、
講
律
令
義
、
．
可
被
叙
五
品
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捕
）

　
被
試
問
律
令
大
義
、
可
被
授
儒
官
、
於
追
補
賞
者
、
非
此
限
、
但
於
儒

　
官
者
、
固
可
被
澤
其
才
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

吻
一
．
算
道
輩
事

　
居
其
職
之
輩
、
殊
可
研
精
其
道
、

　
一
叫
轡
陰
爾
道
輩
事

　
五
位
從
上
已
前
、
同
可
有
課
試
沙
汰
、

176

》
五
月
十
一
日
公
家
寂
勝
講
初
日
也
、
公
卿
關
白
已
下
濟
々
焉
、
頭
春
宮

亮
資
朝
々
臣
奉
行
也
、
抑
寒
水
手
長
事
、
重
々
有
其
沙
汰
、
五
位
與

六
位
確
執
之
条
、
小
人
之
論
也
、
六
位
有
其
便
者
、
可
昇
長
押
上
、
無
其

便
者
、
不
可
昇
飼
澱
跡
、
之
由
被
仰
下
、
先
例
六
位
於
小
板
敷
可
傳
之
、
不
可

昇
殿
上
之
由
有
其
沙
汰
、
六
位
者
可
昇
殿
上
之
旨
論
也
、
而
自
禁
裏

被
仰
合
鷹
司
前
關
白
之
慮
、
照
念
院
輝
閤
弘
安
如
此
被
計
申
之

由
被
申
之
、
侃
有
此
勅
裁
、
而
關
白
朝
座
以
後
被
早
出
之
間
、
不
居
之
、

内
府
着
座
、
右
衛
門
権
佐
纒
季
居
之
、
藏
人
大
内
記
藤
原
俊
基
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

於
座
下
無
其
所
之
間
、
廻
座
上
昇
殿
上
、
居
纒
季
上
傳
之
云
云
、
奇



　
　
　
怪
事
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
財
〇
十
四
日
、
天
晴
、
参
仙
洞
直
衣
、
評
定
、
依
有
其
催
也
、
頃
之
人
々
参
集
、
有
出

　
　
　
御
、
先
賀
茂
杜
造
螢
事
有
其
沙
汰
、
次
　
勅
定
日
、
政
道
事
、
大
綱
當
時

　
　
　
簡
要
公
事
用
途
等
事
可
定
申
者
、
今
日
雑
訴
事
可
有
其
沙
汰
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訴
論
人

　
　
　
由
、
被
相
催
之
、
而
面
々
申
子
細
之
間
、
無
可
有
沙
汰
事
間
、
俄
政
道
事

　
　
　
有
其
沙
汰
、
自
下
膓
議
　
奏
也
、
前
藤
宰
相
雅
俊
卿
申
云
、
姉
事
已
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
遵
欺

　
　
　
任
官
事
、
被
載
徳
政
篇
目
、
可
。
逆
行
、
雑
訴
事
、
不
事
問
被
下
　
院
宣

　
　
　
事
、
論
人
訴
申
之
時
、
可
被
尋
下
之
由
沙
汰
、
先
可
被
返
付
歎
、

　
　
　
予
申
云
、
政
道
事
、
誠
者
天
之
道
也
、
自
誠
而
明
自
日
聖
、
自
明
而
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
日
賢
、
聖
賢
之
道
誠
之
外
無
他
、
代
々
制
符
無
其
實
、
無
盆
歎
、
今

　
　
　
年
一
蔀
之
終
也
、
明
年
辛
酉
也
、
當
革
命
、
殊
施
徳
化
、
可
被
嬢

　
　
　
其
災
欺
、
繍
事
・
佛
事
、
任
官
、
文
學
、
雑
訴
、
南
都
北
嶺
傲
訴
等
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遵
欺

　
　
　
被
定
条
々
篇
目
早
、
眞
實
可
被
逆
行
也
、
凡
任
官
、
爲
官
求
人
、
可

調
一
　
　
抽
徳
行
才
庸
譜
代
恪
勤
之
由
被
載
之
、
然
而
居
其
官
之
仁
施
■

防蔵
　
　
不
被
抽
徳
行
才
庸
、
大
署
被
賞
譜
代
歎
、
依
之
無
輔
佐
臣
、
如
形

覇
　
　
令
行
陣
公
事
許
也
、
後
嵯
峨
院
以
來
、
傳
　
奏
評
定
衆
可
稻
輔
佐

寺園
　
　
欺
、
而
近
代
彼
輩
又
如
任
官
成
之
、
錐
非
其
器
、
稻
譜
代
、
因
薙
、
政
」

西
吻
道
追
日
陵
夷
姦
・
姦
訴
事
・
有
愁
之
者
致
庭
唄
内
各
出
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御
、
可
被
聞
食
、
庭
中
時
當
日
有
沙
汰
、
可
有
聖
断
也
、
庭
中
時
當
番

　
公
卿
等
必
参
候
也
、
可
休
人
愁
歎
、
相
傳
之
地
可
返
付
之
条
、
前
藤

宰
相
所
申
無
相
瑛
嚢
四
毒
条
篇
目
必
可
被
購
填
諏

　
苓

　
一
．
簿
奏
評
定
衆
事

く
　
唐
太
宗
者
、
朝
披
経
史
、
観
成
敗
於
前
躍
、
晩
接
賓
莚
、
訪
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
）

　
失
於
當
代
、
如
寛
卒
聖
誠
者
、
近
喚
公
卿
、
有
識
給
、
訪
治
術
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
疑
）

　
夕
召
侍
臣
、
求
六
纒
凝
、
和
徳
常
儀
如
此
、
今
度
及
得
失
之
議
、

　
奏
皇
化
之
至
也
、
就
之
、
傳
奏
評
定
衆
等
先
度
有
羅
防
之

　
沙
汰
、
而
其
後
非
才
非
行
之
輩
相
加
歎
、
眞
實
可
被
行
政
道
者
、

　
傳
奏
評
定
衆
等
事
、
可
有
研
精
沙
汰
哉
、

　
　
．
女
房
口
入
事

　
魏
文
帝
日
、
婦
人
與
政
齪
之
本
也
、
自
今
以
後
不
得
事
於
太
后
、
』

㈲
　
以
之
案
之
、
於
太
后
猶
誠
之
、
於
陪
仕
之
女
房
哉
、
近
日
殊
雛

　
有
禁
制
、
猫
有
齪
法
之
事
欺
、
猫
殊
可
被
愼
者
哉
、

　
　
．
嵯
峨
殿
御
所
間
　
奏
事
々

　
　
一
日
萬
機
之
政
也
、
天
下
至
廣
千
緒
萬
端
也
、
而
毎
月
七
ケ
日
、
西

　
郊
御
所
間
、
被
閣
　
奏
事
之
条
、
有
人
愁
欺
、
當
代
御
参
籠
賀
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茂
之
時
、
於
被
行
聴
噺
事
、
旅
所
御
所
之
時
、
奏
事
常
儀
也
、
眞

　
　
　
言
御
談
義
、
雛
無
其
隙
、
定
刻
限
、
可
有
奏
事
哉
、
次
事
早
退

　
　
　
出
之
庭
、
更
閑
夜
深
、
有
叩
門
之
聲
、
尋
聞
之
塵
、
今
日
議
奏

　
　
　
叡
感
之
趣
、
按
察
大
納
言
途
此
状
、
爲
述
鄙
懐
、
狸
献
瞥
言
早
、

　
　
　
無
私
之
所
存
、
感
天
道
欺
、
件
状
爲
誠
子
孫
、
績
加
之
、

　
　
⇔
向
二
年
六
月
五
日
評
定
以
後
　
上
皇
入
御
、
相
國
以
下
踵
居
、
次
相

　
　
　
　
く
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
房

　
　
　
國
起
座
、
法
性
寺
前
中
納
言
・
吉
田
中
納
言
・
予
等
不
動
座
、
頃
之
左

　
　
　
府
被
起
座
、
法
性
寺
前
中
納
言
・
吉
田
中
納
言
・
予
等
令
動
座
、
抑
御
前

　
　
　
候
時
、
不
可
致
禮
、
於
其
外
者
可
致
禮
之
由
、
左
府
被
申
云
云
、
傍
　
　
」

　
励
　
非
御
前
之
間
、
動
座
早
、
左
府
被
申
之
趣
不
可
然
、
雛
御
前
、
可
致

　
　
　
禮
之
由
、
二
条
前
關
白
被
諺
之
云
云
、

　
　
⇔
七
月
十
九
日

　
　
一
．
犬
弁
着
床
子
座
時
作
法
事

調
一
　
　
前
黄
門
云
、
於
大
弁
者
、
出
入
第
一
間
柱
内
、
自
座
下
着
之
、
其
故
者
、

砺　
　
　
裾
者
座
下
引
之
間
也
、
此
事
故
中
納
言
不
被
示
、
而
此
事
不
審
之

蔵締
　
　
間
、
相
尋
故
中
御
門
大
納
言
入
道
経
任
之
庭
、
如
此
被
示
之
、
尤
有
其
謂
、

購
　
一
．
参
議
衣
冠
直
衣
時
李
伏
事

西　
　
　
同
云
、
衣
冠
之
時
、
笏
或
持
之
、
或
不
持
之
、
衣
冠
持
笏
之
時
、
大
臣

179



　
逢
之
者
、
李
伏
勿
論
、
直
衣
之
時
、
不
持
笏
卒
伏
之
条
有
其
例

　
云
云
、
二
条
大
納
言
入
道
資
季
教
訓
滋
野
井
中
納
言
、
務
晦
劉
講
富
少
路

曙
藥
之
時
大
臣
参
之
時
冬
季
卿
　
足
養
穂
攣
有
興
之

　
時
大
納
言
入
道
令
自
稻
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

団
（
）
同
三
年
正
月
廿
三
日
、
三
条
宰
相
云
、
節
會
纈
内
弁
参
議
勤
仕
之
時
、

　
見
宣
命
・
見
参
目
録
之
時
、
納
言
座
可
見
之
由
予
先
日
示
之
、

　
　
（
x
任
）
本

　
實
仁
・
惟
輔
等
朝
臣
者
、
於
参
議
座
之
上
可
見
之
由
存
之
旨
答
了
、

　
此
事
相
尋
三
条
前
内
府
之
威
、
於
納
言
座
可
見
之
由
被
示
之
者
、

　
此
事
先
日
申
入
　
法
皇
之
威
、
於
納
言
座
可
見
之
由
被
仰
下
之
、

　
二
条
一
位
入
道
・
坊
城
前
大
納
言
等
又
如
此
示
之
、
此
事
参
議
勤
縫
内

　
弁
之
時
、
人
以
定
令
不
審
欺
、
傍
爲
後
記
之
、

ハ）

�
試
l
日
、
藏
人
中
宮
椹
大
進
光
藤
奏
云
、
明
後
日
六
日
春
日
祭
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
、

　
延
引
之
由
可
　
宣
下
欺
、
何
様
可
　
宣
下
哉
。
予
傳
　
奏
之
、
姉
木
入

　
洛
之
間
延
引
之
由
、
　
宣
下
之
旨
被
仰
下
之
、
弘
安
仲
兼
卿
爲
職
事

　
宣
下
、
賢
木
依
坐
洛
陽
、
使
節
難
参
杜
頭
之
由
　
宣
下
之
云
云
、

　
其
趣
同
　
奏
早
、
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○
西
園
寺
家
所
蔵
『
萬
一
記
』
の
調
査
に
当
っ
て
、
石
田
祐
一
・
木
村
真
美
子
・
末
柄
豊
・
菅
原
昭
英
・
本
郷
和
人
・
益
田
宗
諸
氏

　
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
釈
文
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
本
郷
和
人
氏
か
ら
多
く
の
御
教
示
を
う
け
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す

　
る
。

西園寺家所蔵『万一記』
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二
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三
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三
三
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三
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「
三
三
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三
＝
三
≡
一
一
一
三
＝
＝
「
　
三
＝
＝
三
三
＝
＝
＝
　
三
≡
　
三
三
＝
三
二
一
こ
＝
＝

」
∴
二
三
．
砲
．
．
．
ゆ
．
．
．
領
．
↓
．
　
．
⑩
．
．
．
刊
・
ヲ
．
．
辺
コ
周
マ
一
訥
刈
．
菰

U
⑦
刈
口
巨
O
ヨ
一

帥
　
ω
斜
煩
①

1

一
．
二
．
7
　
一
～
÷
三
＝
一
一
一
三
＝
三
ゴ
三
．
．
．
＝
÷
一
二
．
7
．
∫
三
．
一
三
三
一
丁
丁
－
．
．
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お
き
ぞ
イ
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サ
　
ヨ
ヨ
げ
ロ
　
ひ
り
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ヘ
ク
く
コ
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し

．
・
高
ρ
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弓
隻
墓
嘉
壼
塾
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
法
旨
隷
作
下
・
＼
f
↑
墾
・
ヨ
奏
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
二

．
埜
寡
零
等
月
黍
6
亙
等
恒
攣
や
萩

　
興
り
超
』
整
藁
臭
卦
身
ゑ
蓼
一
暴
習
r
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
壱
芯
所
撫
、
警
る

r「ヤ’　こ

藍
ミ

　　監愚
　　　ノでぎ

　　uaネ董

　　　協

玄
熱
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